
主催 南東北病理技術研修会

第5回 南東北病理技術研修会
日時:平成2７年12月５日(土) 10:00〜17:00(受付9:30から)

会場:ホテル白萩(駐車場無し)
宮城県仙台市青葉区錦町2-2-19

TEL:022-265-3411 http://www.hotel-shirahagi.com

開会の挨拶 実行委員長 菅原 勲 技師 　　　　
10:00〜12:00
1.技術セミナー 1 座長 山形大学医学部附属病院 鈴木 俊紀 技師
「・特殊染色の自動化によるメリット
・Ventana HE 600によるH＆E染色

　 広がる病理診断への要望に応えるために」
　　　　　　　　　　　　ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　LCM部門病理システム部病理グループ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福居　智行　氏
「標本作成をサポートする全自動連続薄切装置とは」

　　　　　　　　　　　サクラファインテックジャパン株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　マーケティンググループ　藤本　幸司　氏
「自動染色装置ダコArtisan Link Pro；特殊染色における精度管理」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダコ・ジャパン株式会社　学術・技術グループ　松本　靖広

2.ランチョンセミナー 　座長 公立藤田総合病院 加井 丈治 技師
「遺伝子検査院内化の広がり」
Agenda　・遺伝子検査とは 　　・i-densy  のご紹介・i-densy　運用例のご紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アークレイ株式会社　　　壁谷 充尭　氏
13:10〜14:30

3.各県推薦演題　　　　　　　　　　　座長 がん研会　がん研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 馬場　郷子　技師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横尾　博司　技師
　１）切出し、包埋作業時のミスを減らす工夫の一例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴岡市立荘内病院　諏訪　晋一　技師

　２）弾性線維染色における脱パラフィンの影響と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱パラフィン試薬の性質についての検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北薬科大学病院　佐藤　正樹　技師
　３）臨床的に診断に苦慮した自己免疫性膵炎の一例
　　　　　　一般財団法人 脳神経疾患研究所附属総合南東北病院 高橋　厚子 技師

14:40〜15:304.技術セミナー 2 　　　　　座長 総合南東北病院 柳沼　 礼子　技師　
　１）HE染色標 本作製におけるトラブルシューテング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形大学附属病院　鈴木　俊紀　　技師
　２）最適な治療の為に求められる固定の知識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟医療センター　長谷川　秀樹　技師
15:30〜16:30
4.教育講演 座長 前山形大学医学部 鈴木 一志 技師
「最近の病理診断の役割-何故質の高い病理診断が必要なのか？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台市立病院　病理診断科　長沼　廣　先生

閉会の挨拶 事務局長 村山晴喜

実行委員長 石巻赤十字病院 菅原勲 事務局長 公立刈田綜合病院村山晴喜

実行委員長 石巻赤十字病院 菅原勲 事務局長 公立刈田綜合病院村山晴喜



定 員：120 名

参加費 3500 円（昼食込み）  情報交換会会費 5000 円

               *情報交換会は 18：00 より

参加申し込み先

〒989-0231
  宮城県白石市福岡蔵本字下原沖 36
  公立刈田綜合病院 検査部病理科 村山晴喜

  TEL 0224-25-2145 FAX 022-774-1513
  E-mail : muraharu@emobile.ne.jp

*下記の参加申し込み書に記入の上、郵送、FAX、E-mail にてお申し込みくだ

さい。

申し込み締め切り 12 月 1 日（月）
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